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ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
旅
行
記 

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
知
る
」 

退
職
し
て
10
年
の
念
願
だ
っ

た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
Ｎ．Ｚ
と
略

す
る
）
へ
、
4
月
に
行
っ
て
き
た
。 

Ｎ．Ｚ
の
広
さ
は
日
本
の
３/

４
、

人
口
約
４５０
万
人
、
羊
の
数
は

人
口
の
１０
倍
の
牧
草
地
帯
の

多
い
国
。 

Ｎ．Ｚ
を
大
き
く
分
け
る
と
首
都

の
あ
る
北
島
と
マ
ウ
ン
ト
・
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
で
有
名
な
南
島
で
な

り
た
っ
て
い
る
。 

１１
世
紀
頃
、
マ
オ
リ
族
が
ポ
リ

ネ
シ
ア
地
域
か
ら
カ
ヌ
ー
で
移

住
し
て
き
た
の
で
、
今
も
マ
オ
リ

系
と
称
す
る
人
が
１５
％
と
い

わ
れ
る
。 

公
用
語
も
英
語
と
マ
オ
リ
語
で

あ
る
し
、
地
名
や
習
慣
、
観
光

源
と
し
て
生
き
て
い
る
。 

世
界
航
海
時
代
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
各
地
か
ら
西
欧
人
が
来
航
し
、

不
当
な
土
地
買
い
占
め
、
病
気

蔓
延
、
金
鉱
発
見
と
ゴ
ー
ル
ド

ラ
ッ
シ
ュ
、
戦
争
な
ど
に
苦
し
め

ら
れ
た
後
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦
自

治
領
に
な
っ
て
、
つ
い
に
1947
年

イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
た
。 

し
か
し
今
も
イ
ギ
リ
ス
連
邦
に

属
し
て
い
る
の
で
元
首
は
エ
リ
ザ

ベ
ス
２
世
で
あ
る
。 

最
近
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た
の
は
国

旗
変
更
の
国
民
投
票
が
あ
っ
た
。

従
来
の
国
旗
は
イ
ギ
リ
ス
連
邦

の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
表
す
ユ

ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
と
右
側
に
４
つ

の
星
の
南
十
字
星
を
配
し
て
い

る
。 

候
補
は
マ
オ
リ
族
が
大
事
に
し

て
い
た
シ
ダ
の
葉
と
南
十
字
星

の
デ
ザ
イ
ン
で
、
シ
ダ
の
葉
は
今

年
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
で
優
勝
し
た

オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
で
あ
る
が
、
投
票
の
結
果

従
来
の
国
旗
が
継
承
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。 

今
ま
で
Ｎ．Ｚ
で
知
っ
て
い
る
こ
と

と
言
え
ば
、
キ
ー
ウ
ィ
鳥
と
果

物
、
映
画
の「
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
」

に
出
て
き
た
ピ
ア
ノ
を
下
ろ
す

カ
レ
カ
レ
ビ
ー
チ
や
「
ラ
ス
ト
サ

ム
ラ
イ
」
の
戦
場
場
面
で
富
士

山
麓
に
似
た
北
島
の
草
原
地

帯
だ
っ
た
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
。  

「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
観
る
」 

私
達
が
訪
れ
た
４
月
下
旬

は
南
半
球
の
Ｎ．Ｚ
の
秋
真
っ
盛
り

の
季
節
で
、
気
温
は
日
本
の
晩

秋
と
言
っ
た
気
温
、
雨
の
多
い

Ｎ．Ｚ
な
の
に
8
日
間
の
旅
で
1

日
だ
け
霧
雨
が
降
っ
た
程
度
で

運
が
良
か
っ
た
。 

私
達
の
ツ
ア
ー
は
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
経
由
で
南
島
巡
り
の
み
で
、

北
部
に
あ
る
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ

ー
チ
に
つ
い
た
。 

2011
年
2
月
の
大
地
震
で
日
本

の
留
学
生
が
犠
牲
に
な
っ
た
街

で
あ
る
。 

街
中
は
ま
だ
完
全
に
は
復
興
し

て
お
ら
ず
、
更
地
の
ま
ま
の
所

が
多
い
。 

私
達
が
訪
れ
た
週
は「
ア
ン
ザ
ッ

ク
デ
ー
」と
称
さ
れ
る
Ｎ．Ｚ
と
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
連
合
軍
が
ト

ル
コ
に
大
敗
し
、
沢
山
の
犠
牲

者
を
出
し
た
こ
と
を
悼
む
お
祭

り
に
震
災
の
被
害
も
重
ね
た

哀
悼
記
念
日
だ
っ
た
。 

ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
跡
地

に
は
犠
牲
に
な
っ
た
人
の
数
だ

け
白
い
椅
子
や
車
い
す
や
ベ
ビ

ー
カ
ー
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。 

き
っ
と
留
学
生
の
数
も
こ
の
椅

子
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。 

そ
の
跡
地
に
日
本
人
設
計
に
よ

る
美
し
い
紙
の
教
会
が
一
時
的

に
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

素
材
は
特
殊
な
紙
パ
ル
プ
を
使

わ
れ
て
い
て
、
有
名
な
観
光
地

の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
が
永
久
に

保
存
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。 

市
内
に
は
ま
だ
ま
だ
歴
史
的
に

貴
重
な
英
国
風
な
公
園
や
建

物
が
沢
山
あ
る
が
、
一
泊
目
の

ワ
ナ
カ
湖
畔
の
ホ
テ
ル
に
向
け

て
、
バ
ス
は
走
り
出
し
た
。 

Ｎ．Ｚ
と
は「
地
球
の
箱
庭
」と
呼

ば
れ
る
程
文
化
と
地
形
と
自

然
が
融
合
し
た
素
晴
ら
し
い
国

と
宣
伝
さ
れ
て
い
る
通
り
、
旅

行
を
満
喫
し
た
。 

女
性
の
バ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
は
旅

行
中
６
日
間
千
八
百
Km
を
越

え
る
行
程
を
、
難
な
く
運
転
し

て
く
れ
た
の
に
は
、
感
謝
の
賜

物
で
あ
っ
た
。 

帰
路
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
乗
り

継
ぎ
時
間
９
時
間
あ
っ
た
の
で
、

…
…

 

 
旅
行
と
は
新
し
い
知
識
を
得

た
り
、
知
遇
と
楽
し
め
た
り
、
ハ

プ
ニ
ン
グ
で
心
と
き
め
い
た
リ
と

魅
力
一
杯
の
パ
ン
ド
ラ
の
箱
で

あ
る
。 

次
の
パ
ン
ド
ラ
の
箱
を
期
待
し

て
現
実
世
界
の
関
西
空
港
に

戻
っ
て
き
た
。  

 
 

 

 
 

 
 

記
：
上
村 

サ
ト
子 

～
神
苑
に
咲
く
花
菖
蒲
～ 

【
平
安
神
宮
参
拝
～ 

神
苑
鑑
賞
～
】 

 

京
都
三
条
高
倉
に
あ
る
京

都
文
化
博
物
館
に
て
世
界
遺

産
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
所
蔵

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ガ
ー
デ
ン
」

英
国
に
集
う
花
々
の
展
覧
会

に
い
き
ま
し
た
。
鑑
賞
し
た
感

慨
を
秘
め
た
ま
ま
、
平
安
神
宮

の
神
苑
に
咲
く
花
菖
蒲
を
観

て
き
ま
し
た
。 

平
安
神
宮
神
苑
は
神
域
を
か

こ
ん
で
東
西
南
北
と
別
れ
て
い

る
。 

 

春
は
枝
垂
れ
桜
、
初
夏
は
カ

キ
ツ
バ
タ
、
花
菖
蒲
、
睡
蓮
、
紫

陽
花
が
咲
き
風
情
に
富
み
格

別
の
趣
が
あ
り
ま
す
。 

当
日
は
献
茶
祭
や
野
点
も
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
修
学
旅
行

の
学
生
や
外
国
の
旅
行
者
も

大
勢
参
拝
し
て
い
ま
し
た
。 

橋
亭
を
望
む
東
山
を
借

景
し
た
広
大
な
風
景
は
絶
景

中
の
絶
景
で
し
た
。
橋
を
渡
る

と
結
婚
式
場
へと
続
き
、
や
が

て
神
苑
の
外
へ
導
か
れ
ま
す
。  

記 

成
本
忠
晴 

  

グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス 

古
代
ロ
ー
マ
の
剣

「
グ
ラ
デ
ィ
ウ
ス
」に
由

来
し
、
葉
が
剣
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名

が
付
い
た
と
さ
れ
る
。 

 

ア
ヤ
メ
科
、
日
本
に
は
自
生

種
は
な
く
、
明
治
時
代
に
輸
入

さ
れ
、
園
芸
品
種
と
し
て
植
え

ら
れ
て
い
る
。
原
産
地
は
ア
フ

リ
カ
・
地
中
海
な
ど
。
赤
、
黄
、

橙
、
白
な
ど
の
色
と
り
ど
り
。 

球
根
の
秋
植
え
、
春
植
え
が
あ

る
が
夏
の
初
め
に
赤
く
咲
く
グ

ラ
ジ
オ
ラ
ス
が
原
産
地
の
情
熱

的
な
雰
囲
気
を
感
じ
る
。  

 
 

 

 

 
 

記
： 

上
村 

サ
ト
子 

 
 

会
員
だ
よ
り 

市民憩いの場 

噴水が美しいハグレー公園 

神秘的な 

“ミルフォードサウンド” 
 

四
季
彩 

睡蓮と飛び石 

日本名、 
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